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II． 15年度の事業報告

１．脳科学研究・教育体制の構築

① センター設置に係る学内措置

平成14年度のフィーシビリティ研究の母体組織である「脳科学推進会議」が中心となり本プロジェクトの推進方針を決定し、プロジェクト構成員には全体会議にて周知を得た．さらに脳科学センター設立準備専門委員会を設置し、センターと教育プログラムの全学的な承認に向け制度などの検討を行った．その結果、全学部局長会議、評議会において脳科学研究教育センター設立とバーチャル専攻教育プログラム実施の承認を得た．
② センター規程関係

センターの設置にあたり「北海道大学脳科学研究教育センター規程」により、大学内の共同研究施設として発達期における脳機能分化と認知・行動の相互作用に関する包括的研究を部局横断的に行い，脳科学の融合研究分野の創成及び同分野における継続的な人材育成を行う旨の目的を定めた．センター長をプログラム代表の井上芳郎教授とし、フィージビリティスタディーで組織した北海道大学の多部局（６研究科と３学部、１研究所）にわたる２６名の教官をセンターの基幹教員とした．また、「北海道大学脳科学研究教育センター運営委員会規程」（同参考資料）を定め、脳科学研究教育センターの運営にかかる事項の審議と決定機関として運営委員会を設置した．
③ 教育組織

また、融合型教育組織である「発達脳科学専攻」を脳科学研究教育センターの活動として規定し、その教務組織である教務専門委員会、および融合型研究やポスドク研究の促進、調整などを行う研究企画専門委員会をセンター内に設置した．脳科学研究教育センターと、教育、研究プログラムの関係は下図に示すとおりである．
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２． 融合型教育システムの構築

(1) バーチュアル専攻の発足
① 脳科学研究教育センターと発達脳科学専攻の関係
複数の研究科等（医学，薬学，理学，工学，教育学，心理学，言語学など）が個別に脳科学の一部を分散して教育していたものを，包括的なカリキュラム体系に整備し，総合的な脳を理解したうえで新領域の脳科学研究者を育成するために，大学院学生を対象とした体系的な教育プログラムを編成し教育する組織として「発達脳科学専攻」を設立した．このため、発達脳科学専攻は既存の研究科におかずに脳科学研究教育センターの下に設置することとした．
関係研究科等が横断的に相互協力して専攻教育プログラムを策定し全学教務委員会、部局長会議にて承認を得た．その後、脳科学研究教育センター内に教育プログラムに関する事項を審議する教務専門委員会を設置し、教務専門委員会が主体となって履修学生の選考などの業務を行うこととなった．
脳科学研究教育センター及び発達脳科学専攻の概念図は下図に示すとおりである．
[image: image2.wmf]
② 履修学生と履修要件

発達脳科学専攻の修了要件と単位数、必修・選択科目を含む授業科目と単位、修了論文の審査などは、脳科学研究教育センター教育プログラム内規により定めた．発達脳科学専攻の履修学生は，脳科学研究教育センターの基幹教員が所属する研究科において主任指導となる大学院修士課程及び博士後期課程の学生を対象とし，ホスト研究科の研究と同時に発達脳科学専攻の教育プログラムを併行して履修する．履修資格は，本学の大学院修士課程及び博士後期課程に在学する学生で，次の要件を満たしていることとした．
・研究テーマが脳科学分野であること

・入学した研究科の指導教員が，脳科学研究教育センターの基幹教員であること

・平成15年4月に本学の大学院へ入学又は進学した学生であること

発達脳科学専攻の履修定員は，修士課程学生10名，博士課程学生10名とした．
履修学生は，発達脳科学専攻が編成した授業科目の修得単位を，それぞれのホスト研究科の規程の範囲内でホスト研究科の修了要件の単位に算入することができる．ホスト研究科における研究指導と同時に，発達脳科学専攻における研究指導を受け，融合的脳科学分野の学位論文（修士，博士）として完成させることになる．修了要件は，

・教育プログラムの所定の授業科目を履修し，14単位以上を修得すること
・修了論文の審査に合格すること
・所属研究科における課程の修了が認められること

である．
③ 教育プログラム

発達脳科学専攻は，脳科学に関する幅広い視野を持ち問題探索・解決能力（学際性）を有し，柔軟な発想と新たな領域を開拓するチャレンジ精神（独創性）を併せ持つ人材の育成を目的としている．履修カリキュラムとしては，広範囲の研究科の学生が脳科学に関する融合的な基礎知識を習得するよう，必修科目（４科目８単位）を定めた．必修科目の概要は以下に示すとおりである．また，講義内容の詳細を講義要項（シラバス）として印刷した．
[発達脳科学専攻必修科目]

	「脳の構造と機能」Basic Structure and Function to Brain
授業の目的とねらい

ヒトを含めて動物一般に共通する神経系の機能的な特性を構造と機能の上から把握するために，脳の基本的な構造と機能に関する理解を深めることが開設の目的である．これを大学院共通授業科目とすることにより、この専攻以外の研究科に所属する大学院生で脳科学研究に興味を有する学生にも開講する．
到達目標

・神経系の基本構造と構成細胞を説明できる．
・脳の発達分化の過程とその分子制御機構を説明できる．
・シナプス伝達に関わる構造・分子・機能を説明できる．
[image: image3.wmf]・シナプス可塑性と脳の高次機能を説明できる．

	「脳の分子生物学と生物物理学」Molecular Biology and Biophysics

授業の目的とねらい

脳科学の研究に必須な、脳の情報伝達に関与する物質および、それらの細胞内情報伝達機構を・分子的基盤から理解させる．本講義により脳科学を目指す大学院生が、研究を進める上での基礎となる脳の情報伝達機構について、物質的・分子的基盤を基にした理解をすることができるようになると期待される．さらに近年、多くの注目を集めている顕微鏡技術、特に単一分子計測及び操作を解説し、脳科学における機能発現の物理的側面を理解させる．
到達目標

・脳科学に必要な脳の情報伝達に関与する物質を理解する．
・脳の情報伝達に関与する物質の細胞内情報伝達機構を理解する．
・機能性分子の単一分子レベルでの計測と制御を理解する．
「数理科学と情報科学の基礎」Basics for mathematical and informational brain modeling
授業の目的とねらい

脳という器官を構成する神経回路を情報処理装置とみなし，それを構成する素材としての神経細胞の単体，さらに神経細胞の集団が持つ情報処理機能について，情報処理の基礎的な概念と計算機プログラムとしての学習の実現，多数の細胞群によるシステム的認知機能の理解，非線形システムとしての理解，複雑系としての脳システムの解釈，などを論じることで，脳の情報処理過程に関する基礎的な理解を与える．
到達目標

・神経細胞単体での情報処理の基礎的理解と，計算機プログラムによる学習動作の実現

・多数の神経細胞群のシステム的な動作としての認識･記憶機能の理解

・神経細胞の持つ非線形システムとしての特性の理解

「心理学と教育学の基礎」The Basis of Psychology and Education

授業の目的とねらい

既存の研究科領域を超え，自然科学と人文系科学に関わる研究者が概念を共有するための基礎として心理学・教育学の基礎的知識を講義する．人間の知情意の脳を中心としたメカニズム，心身相関，発達のための遺伝要因・環境要因・言語習得や行動学習の神経系メカニズム等を修得し，各自の研究課題を進めるにあたって，総合的な人間を視野にいれることができるような基礎的知識を有すると同時に，さらに深い学習を自らができる基礎的知識を得るのに役立つことを目的とする．
到達目標

・心理学・教育学の基礎的知識の修得を目的とする．
・人間の知情意の脳-神経系メカニズム，心身相関，発達のための遺伝要因・環境要因・学習の脳-神経系からのメカニズム等を修得する．
・各自がホスト研究科固有の研究分野に応用し，人間を視野にいれたホスト研究科の学位論文として完成させることができるようになることを目標とする．


また，発達脳科学専攻の専門分野の選択科目として講義「認知・情動の発達と脳」と演習「認知発達の障害と脳」（各１単位）を用意した．加えて、本プログラムの発足以前から続いている大学院全学共通科目である「脳科学研究の展開I～IV」(講義と実習、各１単位ずつ)が当該専攻の専門分野の選択科目となる．これらの実習には、イメージング技法や現在開発段階の最先端の計測装置に関する実習が含まれている．
以上の発達脳科学専攻の専門分野の選択科目とは別に、当該専攻が指定するホスト研究科の講義や演習を選択することもできる．自分の学習・研究内容に合わせて６単位以上を履修し、前述の必修科目（講義）８単位と合わせて計14単位以上を習得することが修了要件である．
④ 発達脳科学専攻の学生募集と授業開始

専攻の規定に基づき、教務専門委員会が中心となり、第１期生（平成15年度10月入学）である修士、博士課程の学生募集と選抜を行った．その結果、博士7名、修士10名の入学を認めた．これらの学生のホスト研究科は、文学、教育学、医学、歯学、工学の各研究科である．
(2) 修士課程および博士課程学生の研究参加

　10月1日に「発達脳科学専攻開校式」を行い、授業を開始した．また、引き続いて専攻履修学生と教員の交流会を開催した．修士、博士課程学生、ポスドク研究員と基幹教員の紹介などをとおして発達脳科学専攻の構成員が互いの交流を深めた．
平成15年度10月入学の博士課程学生（7名）にはRA（リサーチアシスタント）経費を支給した．これは，博士課程では指導教官とともに実質的な研究に参加することとなるので，その研究を支援するためである．また，博士課程で勉学する際のインセンティブを与えるねらいもある．修士課程の学生にも何らかの勉学・研究支援を行うことが望まれたが，現行の予算ではRA経費などの支給項目がないため、見送ることとした．
(3) 研究発表

　平成15年度後期日程が終了する16年３月には，発達脳科学専攻履修学生を対象とした研究発表会を開催した．同時にポスドク研究員も研究発表を行った．選考入学後半年（ホスト研究科入学後では1年）であるので，大きな研究の進展は見られないが，当該研究の背景や目的，方法などを中心として活発な発表が行われた．発表された研究の範囲は研究科横断的（医学,工学，心理学，教育学など）に広がっている．学会などでの発表経験のない学生が多く，また専門用語の違いなどもあって発表会開始直後は緊張した雰囲気であったが，プログラムの進行につれて質問やそれに対する返答も活発になった．専門の異なる分野の研究内容や脳に対するアプローチ法の理解が進み，融合的研究教育の効果が認められた．発表会には，基幹教員を含めて約40名の参加者があった．
　

発達脳科学専攻履修学生・ポスドク研究発表会
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	医学
	本間研一
	生物時計出力系の可塑性と臨界期

	博士
	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(い),伊)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(とう),藤)　EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(こう),侯)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(き),輝)
	医学
	小山　司
	統合失調症の治療抵抗性の病態成立に関する実験的研究

	博士
	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(にし),西)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(で),出)　EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(しん),真)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(や),也)
	歯学
	白川哲夫
	Transgenic mouseを用いた時計遺伝子発現リズムの測定

	博士
	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(なか),中)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(だ),田) EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(とも),智)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(こ),子)
	文学
	阿部純一
	歌の言語処理と音楽処理との間の相互作用

	博士
	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(い),井)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(たき),瀧) EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ち),千)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(え),恵)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(こ),子)
	教育学
	森谷　絜
	身体運動による情動の最適化と脳機能に関する研究

	博士
	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(き),木)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(むら),村)　EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(もと),元)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ひろ),洋) 
	教育学
	室橋春光
	事象関連脳電位（ERP）を指標とした視覚性変化検出メカニズムに関する研究

	ＰＤ
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(あかし),明石)　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(かおり),馨)
	医学
	渡邉雅彦
	臨界期における脳機能の発達

	ＰＤ
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(てらお),寺尾)　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あつし),敦)
	教育学
	室橋春光
	数学的思考を支える２つの表象システム


(4) 発達脳科学専攻集中講義（専攻履修学生対象）

平成15年12月に行われた設立記念シンポジウムの講演のために来日した米国コロラド大学のRandoll O’Reilly教授とYuko Munakata教授に依頼して，シンポジウムの翌日の12月24日，発達脳科学に関する集中講義を開催した．場所は工学研究科の情報エレクトロニクス棟A11教室，時間は午前9時半から午後4時15分まで，二人の講師による英語での講義であった．受講者は脳科学研究教育センターの所属学生および工学研究科の学生を中心に43名であった．
講義は四部構成で，それぞれ (1) Neurons, Networks, and Learning，(2) Perception ，(3) Memory ，(4) Language という四つの分野に関して，基礎的な考え方から最新の研究成果まで，米国スタイルで行われた．受講者は，四つの項目のそれぞれについてレポートにまとめ，それをもって評価とした．発達脳科学に関してはこの二名の先生方は世界でもトップレベルの研究者であり，その講義を生で経験できたことの意義は大きい．
授業終了後に学生に個別に聞いたところ，内容はわかりやすくて本専攻の学生でも十分に理解できるものであったが，英語に関しては聞き取りや長時間の集中力の保持に苦労した，英語の習得に対する大きな刺激になった，という意見が大勢であった．
３．発達脳科学に関する融合型研究体制の立ち上げ

(1) 発達脳科学研究の立ち上げ

① 基幹教員による研究のスタート

フィージビリティースタディーで策定した発達脳科学に関する３つの主要研究テーマに基づき、

a． 臨界期における脳機能発達

b． コミュニケーションの発達

c． 先端計測研究

の研究グループを組織した．グループの構成員は脳科学研究教育センターの基幹教員であり、それぞれの研究テーマを分担して研究を推進する．総勢26名の研究員の構成は，１．脳科学研究・教育体制の構築の章で述べたとおりである．
  構成員全体会議にて基幹教員と３研究グループを確認し，融合型研究を目指して活動を開始した．さらに，脳科学研究教育センター運営委員会・研究企画専門委員会が中心となり研究企画やプロジェクト研究員（ポスドク研究員）配置，シンポジウム企画などを行い，15年度の研究予定を策定した．
② プロジェクト研究員

若手研究者の育成を目的とし、学外研究者を対象としたポスドク研究員の公募を行った．7名の応募者があり、研究企画専門委員会で選考の結果２名を採用することとした．これらのポスドク研究員は上記の研究グループ（臨界期とコミュニケーション）に属し、基幹教員のもとでH14年10月より融合的研究を開始した．独創的研究を支援するため、ポスドク研究員には研究費を支給している．
③ 設立記念シンポジウム　　

脳科学研究教育センターと発達脳科学専攻の設立を記念したシンポジウムを，15年12月に本学学術交流会館において開催した．本学よりは中村睦男総長，また文部科学省より奥村二郎研究振興局ライフサイエンス課調整官の参加をいただいた．他に国外招待講演として融合的な脳科学研究教育センターをすでに立ち上げているコロラド大学から、Prof．Randoll O'Reilly教授とProf．Yuko Munakata教授，国内招待講演として大阪大学医学部の津本忠治教授をお招きした．学外からの聴衆も含めて総計約150名の参加を得た．プログラムと講演者は以下のとおり．講演者間，フロアとの間でも議論があり，充実したシンポジウムであった．運営は，準備段階では基幹教員による実行委員会が中心であったが，当日の運営は発達脳科学専攻の所属学生を中心に行なわれた．
北海道大学脳科学研究教育センター／発達脳科学バーチャル専攻
設立記念シンポジウム
日　時：
2003年12月23日（火）
場　所：
北海道大学学術交流会館　　　

・開　会
センター紹介：
脳科学研究教育センター長　井上 芳郎

挨　　　　拶：
総　長　中村　睦男

来賓祝辞：
文部科学省研究振興局ライフサイエンス課
　　　　　　　　　
調整官　奥村二郎　様　

	【講演者と演題】


・セッション1：
前頭葉と脳計測

　
招待講演１
Prof．Randoll O'Reilly （コロラド大学　心理学科）

            　「Making Working Memory Work: Computational Models of
 Learning in the Frontal Cortex and Basal Ganglia」



澤口 俊之（北海道大学　医学研究科）



「前頭前皮質のモジュール構造」

星 　詳子  (東京都精神医学総合研究所)




「機能的近赤外線スペクトロスコピー： 

発達心理学と認知脳科学のインターフェイス」


・セッション2：
行動発達とそのモデル


招待講演２
Prof．Yuko Munakata （コロラド大学　心理学科）
　　　　　

「The development of flexibility and the prefrontal cortex：

                       Computational and behavioral investigations」

         
 
大森 隆司（北海道大学　工学研究科）

　           

「幼児の語彙学習におけるルール駆動性」

　       

陳   省仁 （北海道大学　教育学研究科）

　　　　　

「乳幼児の想起時の眼球運動の発達」


・セッション3：
神経回路の発達と臨界期

　
招待講演３
津本 忠治（大阪大学　医学系研究科）
　　　　　　　　 
「発達脳の可塑性と臨界期」

          　 
渡邉 雅彦（北海道大学　医学研究科）
　　　　　　　　

「小脳回路発達の分子機構」

            
吉岡 充弘（北海道大学　医学研究科）

　　　　　　　

「臨界期情動ストレスと行動変化：モデルラットの検索」


　

・閉　会

(2) 重点項目研究

本プロジェクトではヒト脳科学を指向している．発達に関わるヒト脳機能の無侵襲計測が必須であるとの観点から、プロジェクトの重点項目研究として、新しいMEG計測装置（球面型生体磁気計測システム）の開発を決定した．この装置は現在臨床用に使われている全頭型とは異なり、前頭の一部と側頭、後頭、頭頂をカバーしつつ完全な球面上で脳磁場をセンシングすることで理想的な計測ができる．また、単一検出コイル（マグネトメータ）を使用することで海馬などの脳深部からの信号検出が可能であり、記憶や学習などの高次機能計測に適している．発達脳科学専攻の大学院生やポスドク研究員が自由に操作できる汎用性を持たせる．以上のコンセプトに基づきモデル試作・設計を行い、細部にわたる仕様を策定してMEG製造メーカに発注した．球面型生体磁気計測システムの技術仕様を報告書の末尾に添付した．
平成16年３月末をもってキャンパス内の医歯学総合研究棟の地下に装置が設置された．なお，この実験スペース(140 m2)は，脳波計測や各種データ処理もできる部屋を含み，本プログラムの共同研究スペースとして使用するため，借り受けている．
磁気遮蔽室（シールドルーム）内に設置された球面型生体磁気計測システムの概観を下に示す．頭部の約2/3の部分を測定範囲としてカバーし，前頭部あるいは後頭部の活動に着目すときはデュワーを前後に回転させることで密着性をあげてセンサーを近づけることができる．また，デュワーは左右に回転させることもでき，その場合は左右の側頭から前頭部にかけての領域を精密に計測できる．制御用と解析用コンピュータはPCベースでLinuxをOSとする汎用性の高いシステムである．計測データを読み出し，自由に解析できるような環境を整えている．
試作した球面型生体磁気計測システムと計測・解析用PCの概観を写真で示す．
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(3) 研究グループの研究進捗状況

① 研究チーム内外における融合的研究
(1) 臨界期研究グループ

小脳シナプス回路発達におけるP/Q型カルシウムチャネルα1Aサブユニットの機能的役割について、当該研究グループは遺伝子ノックアウトマウスを作成した韓国HS Shin教授（Korea Institute of Science and Technology）および金沢大学医学系研究科の狩野教授らのグループと協力して、神経解剖学・遺伝子工学・神経生理学からなる融合的研究を推進した．その結果、小脳シナプス回路発達において、α1Aサブユニットは主要な登上線維支配の強化分子機構として、近位樹状突起から過剰な登上線維と平行線維支配を排除することにより、登上線維による単一支配を確立し平行線維支配との間にテリトリー化を構築する分子機構であることを解明した．この成果は、J. Neuroscience誌に受理された（Miyazaki et al., J. Neurosci 24:1734-1743, 2004）．
(2) コミュニケーショングループ

教育学，文学，言語，情報科学といった分野の研究者が集まり，発達に関する多様な研究を従来から融合的に行なっている．その方法論は，心理学実験、データの数理的解析、現象の計算モデル化，脳神経的計算モデルによる実現と評価，脳機能測定（脳波，事象関連電位，近赤外分光法，fMRIなど）と多岐にわたり，それらが組合させて使用されている．またその研究対象は，言語，音楽，イメージ，生涯発達，発達障害，コミュニケーション援助，心の理論と多様であり，その個々においてその実施形態は融合的である．
院生の高橋英之は，心の理論の発達過程のモデル化のため，テレビゲームを題材として行動実験を行なっており，ゲーム開発には情報的手法，行動分析には数理的手法を用い，さらにその結果をもとに計算機シミュレーションで内部メカニズムの推定を行なう．その過程で本人は教育学，工学，文学研究科の基幹教員に指導を受け，その研究を進めている．
(3) 先端計測グループ

　　先端計測グループは、グループ内の専門を異にする基幹教員（院生を含む）やグループ外の研究機関との共同で以下のような融合的研究を行った．
　グループ内共同研究

・蛍光分子相関を用いたPER1蛋白分子の細胞内局在の検討 

(担当教員　医学研究科: 本間さと、電子科学研究所: 金城政孝、院生　医学研究科M1: 小林慶子)

時計遺伝子PPER1とEGFPの融合蛋白を発現させた細胞を用い、PER1蛋白の分子形態とCRY蛋白共発現による核内での巨大分子の形成を明らかにした．
・生物発光を用いた末梢時計機構の検討

(担当教員　医学研究科: 本間さと、北海道大学病院: 白川哲夫、院生: 歯学研究科 D1西出真也)　

時計遺伝子プロモーター支配下にホタルルシフェラーゼを発現するトランスジェニックマウスを用い、肝臓の時計と中枢時計の位相、周期の差を検討した．
　

他研究機関との共同研究

・新規生物発光遺伝子の発現と応用 

(産業技術総合研究所セルエンジニアリング研究部門　近江谷克祐、中島芳浩研究員との共同研究)

赤色波長で発光する新規生物発光遺伝子による時計遺伝子発現のモニタリングのため、コドン使用頻度の最適化を行い、株化細胞におけるリズム発振を明らかにした．
・bHLH型転写因子遺伝子DEC1,DEC2の光反応性の検討　

(広島大学医歯薬総合研究科　加藤幸夫教授との共同研究)

　　Dec1が脳内の多くの部位で短時間の光照射で速やかに誘導され、Dec2は抑制されることを明らかにした．
・平衡感覚情報の大脳皮質再現部位

（France, Paris, LNRS, Dr P. P. Vidalとの共同研究）
強い音刺激により、前庭球形嚢を刺激し、蝸牛器官の刺激効果を除外することによって、平衡感覚情報の大脳皮質再現部位を調べている．これまで報告されている領域に加えて、本研究により新たに、前頭葉および前頭前野が活性化が認められた．
・文法の脳内処理過程の探索

　(東京都立大学人文学部　萩原裕子助教授との共同研究)

　　日本語文章を読み，理解するときに必要となる文法処理に関わる脳活動をMEG計測により時空間的に明らかにすることを目的に，神経言語学の専門家との共同研究を行っている．文頭からの句ごと（phrase-by-phrase）の反応を記録することで，文法的操作（句の移動）に伴う選択的・特異的反応の検出を試みている．
② 平成１５年度の研究成果

研究グループ 　「臨界期における脳機能の発達研究」

サブグループ１：基幹教員（渡邉雅彦、野村靖幸、大熊康修）

ポスドク研究員（明石 馨）大学院生（Ｍ1: 三浦会里子）

　臨界期における神経回路発達の分子機構の解明を目指して，小脳プルキンエ細胞の豊富で登上線維の活動により活性化されるP/Q型電位依存性カルシウムチャネルα１Aサブユニットに着目し、その遺伝子改変マウスを解析した．その結果、この分子を介する活動依存的なカルシウム流入が登上線維支配を強化し平行線維支配を競合的に抑制する分子機構である事実を明らかにできた（Miyazaki et al．, 2004）．この成果を受け、発達脳科学専攻所属の大学院生である三浦は、平行線維側の強化分子機構として顆粒細胞特異的神経ペプチドであるセレベリンに着目して、その分子局在について解析した．さらに、カルシウム依存的なシナプス回路発達の分子機構を明らかにするため、ポスドクである明石はカルシウム依存性プロテインフォスファターゼであるカルシニューリンの条件的ノックアウトマウスの作成を開始した．
学会等発表

1． 三浦会里子、宮崎太輔、渡辺雅彦:「小脳回路発達とセレベリン」,第９回グリアクラブ、ニセコ（2004年２月）

2． 明石 馨、神谷 温之、深谷 昌弘、柿崎 利和、阿部 学、夏目 里恵、渡辺 雅彦、崎村 建司:「γ１サブユニット欠損マウスを用いたカイニン酸型グルタミン酸受容体の機能解析」第75回日本生化学会大会、京都 (2002 年10月)

3． 細井徹，大熊康修，野村靖幸：「Bacterial endotoxin induced endoplasmic reticulum stress response in the primary cultured glial cells」，第76回日本生化学会大会，横浜（2003年10月）

4．セイ キン，大熊康修，金子雅幸，細井徹，野村靖幸：「マウス低酸素-農虚血時における小胞体関連蛋白質分解関与分子HRD1の誘導」，第46回日本神経化学会，新潟（2003年9月）

論文発表

1. Miyazaki, M., Hashimoto, K., Shin H.-S., Kano, M., Watanabe, M. (2004) P/Q-type Ca2+ channel (1A regulates synaptic competition on developing cerebellar Purkinje cells. J. Neurosci., 24:1734-1743.
2. Sakai, K., Shimizu, H., Koike, T., Furuya S., Watanabe, M. (2003) Neutral amino acid transporter ASCT1 is preferentially expressed in L-Ser-synthetic/storing glial cells in the mouse with transient expression in developing capillaries. J. Neurosci. 23:550-560.
3. Fukaya, M., Kato, A., Lovett, C., Tonegawa, S., Watanabe, M. (2003) Retention of NMDA receptor NR2 subunits in the lumen of endoplasmic reticulum in targeted NR1 knockout mice. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 100:4855-4860.
4. Nomura, J., Hosoi, T., Okuma, Y. and Nomura, Y., A-induced TNF- expression and acetylcholine action in mouse glial cells. Life Sci. 72, 2117-2120 (2003).
5. Furuta, Y., Uehara, T. and Nomura, Y., Correlation between delayed neuronal cell death and selective decrease in phosphatidylinositol 4-kinase expression in the CA1 subfield of the hippocampus after transient forebrain ischemia.J. Cereb. Blood Flow Metab. 23, 962-971 (2003).
6. Miyazaki, H., Okuma, Y., Nomura, J., Nagashima, K. and Nomura, Y., Age-related alterations in the expression of glial cell line-derived neurotrophic factor in the senescence-accelerated mouse brain. J. Pharmacol. Sci. 92, 28-34 (2003).
サブグループ２：基幹教員（吉岡充弘、津田一郎、郷原一寿）

大学院生（M1: 平田　力、柴山明子、田原和恵）
ストレスに応答する脳内システムは生後発達の過程に形成される.幼児期に受けた身体的，精神的苦痛によるストレスに起因する精神疾患が明らかにされつつある.幼若期ラットにおける各種ストレスがその後の中枢機能発達に及ぼす影響を明らかにすべく，我々は行動学的応答性を指標としてそのモデルを探索した.そのなかで生後，シナプス形成が爆発的に生じる時期に焦点を当て，電撃ストレスを施行し，成熟後に行動学的変化（異常）を示すモデルを見いだした.このモデル解析からストレス負荷時期による中枢機能発達に対する影響の違いが推察された.
学会等発表

第77回日本薬理学会年会　大阪(3.8-10, 2004)

1. 柴山明子、山口　拓、富樫廣子、上野健一、松本真知子、吉岡充弘「脳卒中易発症高血圧自然発症ラットの皮質前頭前野における局所脳血流の加齢変化」第77回日本薬理学会年会　大阪(3.8-10, 2004)

2. 平田　力、富樫廣子、松本真知子、山口　拓、樋口かさね、小関裕代、吉岡充弘「海馬シナプス機能におよぼすストレスの影響－無麻酔無拘束ラットを用いた電気生理学的評価－」第77回日本薬理学会年会　大阪(3.8-10, 2004)

3. 田原和恵、松本真知子、富樫廣子、橘かおり、山口　拓、吉岡充弘「セロトニン神経の不安調節機構における正中縫線核の役割」第77回日本薬理学会年会　大阪(3.8-10, 2004)

4. Tsuda, "Complex systems: chaos and beyond", Key Note Lecture in Complex Systems Studies Meeting, GLCA at Kalamazoo College, USA, 21 February, 2003.
5. Tsuda,  "A mathematical model for the formation of episodic memory", in CAMP/Nonlinear PDE seminar, Dept. of Mathematics, University of Chicago, USA, 19 Feb. 2003.
6. Tsuda,  "Chaotic itinerancy and Cantor coding can afford a mathematical basis of information processing in cortical dynamics", Invited, Riken,3 April, 2003.
論文発表
1. T. Kojima, M. Matsumoto, K. Tachibana, H. Togashi, O. Kenmotsu, M. Yoshioka: Fluvoxamine suppresses the long-term potentiation in the hippocampal CA1 field of anesthetized rats: An effect mediated via 5HT1A receptors, Brain Res., 959,165-168 2003

2. Matsumoto M, Kanno M, Togashi H, Ueno K, Otani H, Mano Y, Yoshioka M.: Involvement of GABAA receptors in the regulation of the prefrontal cortex on dopamine release in the rat dorsolateral striatum. Eur J Pharmacol. 2003, 482(1-3): 177-84 

3. Tsuda and T. Umemura, ``Chaotic itinerancy generated by coupling of Milnor attractors”, Chaos, 13 (3) (2003) 937-946.
4. Kaneko and I. Tsuda, ``Chaotic Itinerancy", Chaos: Focus Issue on Chaotic Itinerancy”, Chaos, 13 (3) (2003) 926-936. 

5. H. Oka and K. Gohara: Approximation of Fractal Transition Using Attractors Excited by Periodic Inputs, Int. J. Bifurcation and Chaos, 13(4), pp.943-950, 2003.
6. D. Motomiya, Y. Kuroki, J. Jung, J. Nishikawa, T. Kobayasi and K. Gohara: Sequential Effect Induced by State of Firing Rate - Dynamical Model and Experiment, Sup. Neuroscience Research, 46, S1, p.S103, 2003

サブグループ３：基幹教員（本間研一、小山　司、岩崎善信）

大学院生（D1: 馬場謙吉、伊藤侯輝、M1: 小林慶子）

　生物時計の機能発現における分子機構と臨界期の解明に関する研究において、馬場はNaチャネルの特異的阻害剤であるTTXをマウス視交叉上核に微量注入し、行動リズムを連続測定することにより視交叉上核細胞における概日振動細胞間の相互同調にシナプスが関与していることを明らかにした.また、小林は時計遺伝子プロモーターに生物発光モニター系を組み込んだ培養細胞を用いて、時計遺伝子発現の経時的連続測定法を確立し、デキサメサゾンによるリズム同調を明らかにした.一方、覚醒剤精神病の動物モデルにおける行動感作現象とNMDA受容体機能との関連性を明らかにする研究において、伊藤は覚醒剤による行動感作とNMDA受容体遮断薬に対する感受性とは乖離することを示した.さらに、臨界期を過ぎた中枢神経の機能回復に関する研究において、岩崎らは骨髄間葉系細胞を分離培養し、脳梗塞モデルマウス、脊髄損傷モデルラットに移植し、細胞の生着、遊走、分化を促進することに成功した.また、蛍光蛋白を有する細胞を定位的に移植することで、移植細胞を生体内光イメージングを用い容易に同定する実験系を確立した.
学会発表

1. 高須奈々、橋本聡子、遠藤拓郎、馬場謙吉、山崎綾野、西出慎也、徳丸信子、本間さと、本間研一：「低照度閉鎖環境下における睡眠と血中メラトニンリズム」、第80回日本生理学会大会、札幌（2004年6月）

2. 伊藤候輝、安部川　智浩・小山　司：「覚醒剤精神病の動物モデルにおける行動感作現象とNMDA受容体機能との関連についての検討」、精神神経薬理学会、奈良（2003年11月）

論文発表

1. S.Honma and K.Honma. (2003) The biological clock: Ca2+ links the pendulum to the hands. Trends in Neurosciences 26:650-653

2. T.Kawamoto, M.Noshiro, S.Honma, K.Honma and Y.Kato. (2004) A novel autofeedback loop of Dec1 transcription involved in circadian rhythm generation. BBRC 313:117-124.
3. S.Honma, W.Nakamura, T.Shirakawa and K.Honma. (2004) Diversity in the circadian periods of single neurons of the rat suprachiasmatic nucleus depends on nuclear structure and intrinsic period. Neurosci Lett 358:173-176.
4. M.Buttler, S.Honma, T.Fukumoto, T.kawamato, K.Jujimoto, M.Noshiro, Y.Kato and K.Honma. (2004) Dec1 and Dec2 expression is disrupted in the suprachiasmatic nuclei of clock mutant mice. J Biol Rhythms 19:126-134.
5. H.Abe, S.Honma, H.Ohtsu and K.Honma. (2004) Circadian rhythms in behavior and clock gene expressions in the brain of mice lacking histidine decarboxylase. Mol Brain Res 124:178-187.
6. Shichinohe H, Kuroda S, Abumiya T, Ikeda J, Kobayashi T, Yoshimoto T, Iwasaki Y. (2004) FK506 reduces infarct volume due to permanent focal cerebral ischemia by maintaining BAD turnover and inhibiting cytochrome c release. Brain Res 1001:51-59.
7. Kuroda S, Furukawa K, Shiga T, Ushikoshi T, Katoh C, Aoki T, Ishikawa T, Houkin K, Tamaki N, Iwasaki Y. (2004) Pretreatment and posttreatment evaluation of hemodynamic and metabolic parameters in intracranial dural arteriovenous fistulae with cortical venous reflux. Neurosurgery 54:585-592.
研究グループ 　「コミュニケーションの発達研究」

サブグループ１：基幹教員（大森隆司，上田雅信、山内康一郎） 

大学院生（M1: 高橋英之）

本サブグループでは，脳内における高次認知機能を脳回路の計算動作として理解することを目的としている.本年度は，（1）テレビゲームを題材とした他者の行動予測とそれに基づく自己の行動のスイッチング過程の発達的変化の検証(高橋)，（2）ピンポンゲームを題材とした環境予測モジュールの形成とその動的組み合わせによる行動学習の計算モデル化(大森)，(3) 複雑な環境中の多様な変数の中から因果関係のある変数のみを見つけるモジュール発見方式の開発(山内) および (4) 言語獲得過程の観察とモデル化(上田) に取り組んだ.現在、より洗練されたゲームの開発に向けて，行動実験データの分析と新規学習方式の開発を行っている.
学会発表
1. 大東，高橋，長田，大森，森川：「モデルベースの分節化と重層表現によるゲームの解探索手法」，脳と心のメカニズム第４回冬のワークショップ, P-36,2004

2. Ohigashi Y., Nagata Y., Ishikawa S., Omori T., Morikawa M. : Problem solving algorithm for the brain using a mental model and symbolic representation, Proc. EMC2004, p.67, 2004

3. Takahashi H., Ishikawa S., Omori T.: Acquisition of distinctive strategies corresponding to the other's strategies -comparing the agent's game play with real human’s one in a hockey video game-, Proc. IEMC2004, p.68, 2004

4. Yamauchi K., Oshima R., Nishida K., Omori T. : Quick Variable Selection and Learning with Gamble, Proc. IEMC2004, p.70, 2004

5. Kurosaki K., Omori  T.: Word meanings acquisition model via context information separation, First International Workshop : Exploring Social Brain, The University of Tokyo, 2004

論文発表

1. 小川，大森：「機能部品組合せモデルによるナビゲーション行動学習処理の獲得方式の提案」，電子情報通信学会論文誌D-II,987-998,2004

2. Kondo K., Yamauchi K., Omori T. : “A sub-goals adaptation method for quick reinforcement learning in varied environments”, GS10-5, AROB04,(2004)

3. Yamauchi K., Oohira T., Omori T. “Fast Incremental leaning methods inspired by biological learning behavior”, IS3-1, AROB04,(2004)

4. Toyomura A., Omori T. “Stochastic control system of basal ganglia and relation with stuttering”, p.31-36, Prof. of 2nd IASTED Int. Conf. on Neural Networks and Computational Intelligence, Ed. M.H. Hamza, Neural Networks and Computational Intelligence, IASTED(2004)

5. 上田雅信「生成文法の統語論中心性という特徴について」『上智大学国際言語情報研究所年次報告2003年度』, 上智大学国際言語情報研究所, 2004年（in press）
6. 三ツ森，大森：選択的注意モデルの学習情報の記号化によるハイブリッド画像理解の実現，日本神経回路学会誌 (in press)
7. 上田雅信「生成文法における「文法」の概念について―普遍性の追求としての言語研究―」真島一郎編『だれが世界を翻訳するのか－アジア・アフリカの未来から』、人文書院、2004年
サブグループ２：基幹教員（阿部純一、菱谷晋介）

大学院生（D1: 石田容士、中田智子）

本サブグループでは，脳内における各種処理モジュールの間の統合的処理あるいは相互作用的処理の実態を明らかにすることを目的としている.本年度は，（1）言語コミュニケーションにおいて相手の意図の理解がどの程度まで言語モジュール内で達成されるのか，逆に言うとどの程度言語モジュール外の一般知識処理などをも必要としているのかを明らかにすること（石田担当），および，（2）歌詞（言語）とメロディ（音楽）の両方の情報をもつ“歌”を処理する場合，脳内では，その言語と音楽という２種類の情報の処理がどのように関わりあった形で遂行されているのかを明らかにすること（中田担当），に取り組んだ.現在、ニューロイメージング手法を用いたさらなる実験の準備を行っている.
学会発表
1. 阿部純一 (2003)「知の力、知識の力」 日本基礎心理学会・公開シンポジウム・講演, 北海道大学.
2. 阿部純一 (2003)「音楽認知過程の計算モデル化」札幌学院大学・社会情報学部・第81回研究会・講演, 札幌学院大学.
3. 阿部純一 (2003)「照応解決の認知過程: 心理学的実験と計算モデル化」東北大学21世紀COEプログラム（言語認知総合科学）第6回公開講演会・招待講演, 東北大学.
4. 石田容士・阿部純一 (2003)「文脈に矛盾する発話の解釈について」日本心理学会第67回大会, 東京大学.（日本心理学会第67回大会発表論文集, 931.）

5. 石田容士・阿部純一 (2003)「アイロニー理解における反復言及の効果」北海道心理学会大50回大会, 北海道医療大学.
6. 中田智子・阿部純一 (2003). 「“歌”が歌詞と旋律それぞれの思い出しやすさに与える影響」 日本心理学会第67回大会, 東京大学.（日本心理学会第67回大会発表論文集, 823.）

7. 中田智子・阿部純一 (2003)「旋律は歌詞をつけた方がよく記憶されるのか？」北海道心理学会大50回大会, 北海道医療大学.
8. Yabu, K., & Abe, J. (2003). “Does phonological paraphasia in auditory repetition reflect only deficits in speech production”. An International Conference on Neuropsychology: Recent Advances in the East and West, Hong Kong, December, 9-12, 2003. 
論文発表

1. Adachi, M., Trehub, S. E., & Abe, J. “Decoding emotion in children’s songs across age and culture.” Japanese Psychological Research. (in press).
2. 菱谷晋介 (2003)「射撃技能訓練に関するイメージ研究のための装置の開発」イメージ心理学研究, 1, 60-72.
3. Matsunaga, R., & Abe, J. (2003). “Cues for perceiving a key of a melody.” In R. Kopiez, A.Lehmann, I. Wolther, & C. Wolf (Eds.), Proceedings of the 5th Triennial Conference of the European Society for the Cognitive Sciences of Music (pp. 308-311).
4. Nakada, T., & Abe, J. (2003). “Text-melody asymmetrical integration in memory for songs: Componential analysis of rhythm and pitch patterns of melodies.” In G. Buzzanca, G. Di Maio, G. Nottoli, M. Olivetti Belardinelli, & B. Riecan (Eds.), Proceedings of the 3rd Conference “Understanding and creating music” (pp. 124-127).
5. Yoshino, I., & Abe, J. “Cognitive modeling of key interpretation in melody perception” Japanese Psychological Research. (in press).
サブグループ３：基幹教員（室橋春光、森谷　潔、陳　省仁）

ポスドク研究員（寺尾　敦）大学院生（D1:木村元洋、井瀧知恵子、M1:工藤亮子、設楽哲子）

本サブグループでは，乳幼児における認知と情動の制御過程の解明、発達障害における認知過程の解明と支援方法の検討、高齢者における運動・情動過程の最適化の研究を行っている.手法としては，種々の脳機能測定法（脳波，事象関連電位，近赤外分光法，機能的核磁気共鳴脳画像解析など）を用いて追跡している.これらの研究結果を総合的に検討し，ヒトの生涯発達における適切なコミュニケーション援助方法の開発の方向性をさぐっている.
学会等発表

1. M.Kimura, J.Katayama, H.Murohashi “Selective attention to change/no-change in color and shape” 35th Annual general meeting of the Europian Brain and Behaviour society, Sep17,2003, Barcelona.
2. 木村元洋、片山順一、室橋春光「多次元における変化・不変選択時の事象関連電位−色×運動方向の組合せによる検討−」生理心理学と精神生理学,21(2),156.
3. 木村元洋、片山順一、室橋春光「多次元における変化・不変選択時の事象関連電位−色×形の組合せによる検討−」日本心理学会第67回大会発表論文集433,　2003年9月,　東京大学

4. 設楽哲子、室橋春光「ダウン症児の作業記憶における音韻ループについて−語長効果による検討−」日本特殊教育学会第41回大会発表論文集404,2003年9月, 東北大学

6. 設楽哲子、室橋春光「ワーキングメモリにおける音韻ループの発達、仕組みについて−ダウン症児の音声言語記憶を中心として−」ワークショップ「ワーキングメモリ：基礎と応用」、2004年3月、京都大学

7. 蔦森英史、室橋春光、河西哲子、寺尾　敦「系列学習における視覚性記憶と運動記憶の並列的推移」ワークショップ「ワーキングメモリ：基礎と応用」、2004年3月、京都大学

8. 澤木梨沙、室橋春光、河西哲子、宮本　環、寺尾　敦「event-related fMRIを用いたG0/No-go task時の脳活動に関する検討」ワークショップ「ワーキングメモリ：基礎と応用」、2004年3月、京都大学

9. 井瀧知恵子，森谷絜，門間正子，小田史郎，大塚吉則，武田秀勝(2003)「青年期女性の快適自己ペ－ス走が心臓自律神経活動とカテコ－ルアミン濃度に及ぼす影響」体力科学, 52 (6), 783.32. 
10. 井瀧千恵子，森谷絜, 門間正子，小田史郎，大塚吉則，武田秀勝 (2003「青年女性の快適自己ペ－ス運動が血中ＮＫ細胞活性とカテコ－ルアミン濃度に及ぼす影響」北海道体育学研究， 38, p28

11. 渡辺明日香，森谷絜，本間裕子，井瀧知恵子，侘美靖　(2003)「中高年女性における50分間のダンスム－ブメント活動(DMA)が脳波%powerと感情におよぼす影響」体力科学, 52 (6), 787.
12. 工藤亮子，森谷絜　(2003)「低エネルギー糖質甘味料が感情におよぼす影響」体力科学, 52 (6), 794.
論文発表

1. S.-J. Chen  (2004)  Searching for the invisible with eye movements “The beginning of shift for attention to inner mental objects” Annual Report 2002-2003 (No. 26), Research and Clinical Center for Child Development, Graduate School of Education, Hokkaido University. pp. 1-8.
2. Moriya, K, Itaki, C, Oda, S and Sugawara, M (2003) “Water exercise of moderate intnsity improves emotion and sleep consciousness, with special reference catecholamine secretion” Physical activity, health promotion, and regional development in Northeast Eurasia. Kyodo Bunkasya, 1-7.
研究グループ   「先端計測研究」

サブグループ 1： 基幹教員（本間さと、金城政孝、白川哲夫）　　

大学院生（D1: 西出真也）

時計遺伝子発現と蛋白の細胞内局在およびその分子形態をホタルルシフェラーゼ遺伝子導入および蛍光蛋白GFPとの融合蛋白発現を用いて計測解析を行った.
院生の研究経過（西出真也）　時計遺伝子発現のリアルタイム測定解析により細胞内リズム発振メカニズムおよび中枢・末梢時計の差異を検討することを目的として研究を行った.本年度は、二時計遺伝子のプロモーター活性を異なる生物発光酵素遺伝子により測定するトランスジェニックマウスを作成し、視交叉上核、肝臓、眼球を器官培養した.時計遺伝子Bmal1プロモータ活性をホタルルシフェラーゼにて連続測定解析したところ、いずれの臓器でもBmal1発現に明瞭なサーカディアン振動を示した.一方、Per1発現のレポーターであるウミボタルルシフェラーゼ遺伝子を発現する臓器は少なく、ほ乳類生体内では株細胞とはことなる転写翻訳を示すことが明らかとなった.
学会発表

1. Honma,S. “Circadian clock organization in the suprachiasmatic nucleus. Gordon Conference on Chronobiology,” Il Ciocco, Italy, May 11-16, 2003

2. Honma,S., Takagi,Y., Kawamoto,T., Noshiro, M., Fujimoto,K., Kato,Y. and Honma,K. “Light induces Dec1 expression but suppresses Dec2 independent of the circadian phase outside the SCN in rats”  Abstracts of the 1 st World Congress of Chronobiology, p.110, Sapporo, Sep.9-12,2003.
3. 本間さと, 本間研一.「多重連動分子フィードバックループによる高精度のサーカディアンリズム発振機構」シンポジウム「概日リズムのシステム分子神経科学」第26回日本神経科学会,名古屋,7/23-25,2003.　 

4. 本間さと「時計遺伝子によるリズム発振：主時計と末梢時計の脱同調」シンポジウム「生物時計の基礎と臨床」第33回日本臨床神経生理学会学術大会抄録集 p110, 旭川10/1-3,2003.
論文発表

1. Ohta, H., Honma,S., Abe, H. and Honma,. K. “Periodic absence of nursing mothers phase-shifts circadian rhythms of clock genes in the suprachiasmatic nucleus of rat pups.” Eur. J. Neurosci 17:1628-1634, 2003.
2. Ishizaki, K., Honma,S., Katsuno,Y., Abe, H., Masubuchi, S., Namihira,M., and Honma,K. “Gene expression of Neuropeptide Y in the nucleus of the solitary tract is activated in rats under restricted daily feeding but not under 48-hour food deprivation.” Eur. J. Neurosci. 17, 2097-2105, 2003.
3. Honma,S., and Honma,K. “Biological Clock; Ca2+ links pendulum to hands” Trends in Neurosci. 26:650-653,2003

サブグループ ２： 基幹教員（福島菊朗、澤口俊之、山本　徹、小林哲生）

大学院生（M1: 時田祥子）

視覚的認知の脳内プロセスの解明を目指して，中枢神経系のどの部位が，如何に連携をとりながら関わっているのか、GE社製1.5TMRIを用いて調べている.
院生の研究経過（時田祥子）テーマ：「fMRIによる視覚的認知の脳内プロセスに関する研究」運動性多義図形を用いた多安定知覚課題遂行時の脳内神経活動部を機能的MRIを用いて捉えることを目的に、実験に用いる運動性多義図形ならびに対照刺激図形を心理物理学的手法に基づき検討し決定した.その後、課題遂行時の機能的MRI計測実験を開始した.これまでの解析結果から、前頭前野ならびに頭頂の連合野が課題遂行に伴って活動することが明らかになりつつある.
学会等発表

1. Tetsuo Kobayashi, Shohko Tokita, Hiroyuki Futakawa and Jiuk Jung: “Brain activity associated with multistable perceptions: A functional MRI study", IEEE-EMBS Asia-Pacific Conference on Biomedical Engineering 2003  (2003年10月22日, Keihanna, Japan)
2. Oyama N, Yamamoto T, Tamura M and Miyasaka K. BOLD Contrast is not a Good Marker of Deoxygenated Hemoglobin Changes in Skeletal Muscle. Human Brain Mapping 2003 (2003.6, New York USA) http://208.164.121.55/hbm2003/abstract/abstract301.htm  

3. Oyama N, Yamamoto T, Tamura M and Miyasaka K. Magnetic Resonance Contrast in Fast and Slow-twitch Muscles. The Radiological Society of North America 89th Scientific Assembly and Annual Meeting (2003.11, Chicago USA) RSNA Scientific Assembly and Annual Meeting Program 192.
4. 大山徳子, 山本 徹, 田村 守, 宮坂和男. 骨格筋におけるT2*強調信号とデオキシヘモグロビン量の多様な相関. 第42回日本エム・イー学会大会 (2003.6, 札幌) 生体医工学 2003;41S:478.
5. 永山裕貴, 山本 徹, 田村 守. MRIの静磁場による血液粘度への影響. 第42回日本エム・イー学会大会 (2003.6, 札幌) 生体医工学 2003;41(S):523.
論文発表

1. 小林哲生、二川裕之、時田祥子、鄭　址旭：「脳機能画像に基づく視覚的気づきの脳内

プロセスに関する検討」Medical Imaging Technology, Vol.21, No.4, pp.277-280 (2003)

2. Iba M. Sawaguchi T. “Involvement of the dorsolateral prefrontal cortex of monkeys in visuospatial target selection.” J Neurophysiol 89:587-599, 2003
3. Takeichi N, Fukushima J, Kurkin S, Yamanobe T, Shinmei Y, Fukushima K. “Directional　asymmetry in smooth ocular tracking in the presence of visual background in young and　adult primates.” Exp Brain Res 149: 380-390, 2003.
4. Fukushima J, Akao T, Takeichi N, Kurkin S, Kaneko CRS, Fukushima K. “Pursuit-related

neurons in the supplementary eye fields: discharge during pursuit and passive whole body

rotation . J Neurophysiol DOI, 10.1152/jn.01128.2003 

サブグループ ３： 基幹教員（栗城眞也、田村　守）

                  大学院生（M1: 神田　聡）
院生の研究経過（神田　聡） 「MEGによる聴覚高次機能の研究」のテーマのもと、MEGのもつ非侵襲的機能計測の特性を生かして，音楽家の楽音認知に関わる脳活動を調べている.楽器音を使った音刺激に対する反応において、音楽経験（楽器演奏）者は非経験者に比べ，聴覚野の活動（潜時約200 ms）が有意に高いという観察結果を得た.
球面型MEG計測装置の開発： 時間分解能と空間分解能に優れた機能イメージングとして「発達脳科学」の重要な研究ツールとなる新型MEG装置の設計・試作を行った.本システムは，計測面を完全球面体の２層とし，信号源推定計算を理想的な境界条件で出来る利点がある.さらに，脳深部からの信号を検出できるSQUID/検出コイル一体型の薄膜センサ構造としている.また，センサを回転，傾斜させて頭部のいろいろな部位を計測できるよう，ガントリの自由度を設定している.
　脳機能光計測： 近赤外分光法を利用した脳機能計測法における基本的な課題は脳組織由来の光信号と、頭蓋骨や皮膚などの信号を区別することにある.このため我々は時間分解計測法を用いて、入射－受光ファイバー距離を変えながら、光拡散方程式のカーブフィッティングより、吸光係数・散乱係数を決定し、真の脳組織の光信号を得る手法を見出した.
　次に、fMRIで通常用いられる1.5～2Tの磁場において血液中の赤血球における酸素化－脳酸素化に伴う直接的な磁場の影響を血液粘性変化で検出することを試みた.その結果、血液粘性は～数小程度1.2T程度で変化することを見出した.この結果は超高磁場fMRIにおける血行動態の磁場依存性を考慮する必要がある.
学会発表

1. 神田聡, 平田恵啓, 栗城眞也「連続する楽音によって誘発される脳磁界の長潜時成分」日本エム・イー学会北海道支部大会 (札幌-10)

2. 神田聡、平田恵啓、栗城真也:「楽音による聴覚MEG 反応：音楽経験との関係」日本エム・イー学会全国大会 (札幌-06)

3. 永山 裕貴、山本 徹、田村 守:「MRIの静磁場による血液粘度への影響」日本エム･イー学会大会, 札幌市 (2003-06)

4. S. Kuriki, T. Mishima, F. Takeuchi, H. Hagiwara, J. Arigi: “MEG study of brain areas involved in syntactic processing of Japanese complex sentences,” IBRO World Congress of Neuroscience (Prague 2003-07).
論文発表

1. Nishimura and M.Tamura ”Simple Setup for Nanosecond Time-Resolved Spectroscopic Measurements by a Digital Sotrage Oscilloscope” Phys. Med. Biol. , 48, 283-290 (2003)

2. M. Maruyama, T. Kobayashi, T. Karura, S. Kuriki: “Early behavior of optokinetic responses elicited by transparent motion stimuli during depth-based attention”, Exp. Brain Res., 151: 411-419 (2003).*

3. 栗城眞也, 竹内文也: “MEGによる高次脳機能解析” 計測と制御, 42: 385-390 (2003).
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